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できれば裁判をしないで、話し合いで解決できれば、

短期間に問題が解決します。 

 

しかし、価値観が違う人の対立は、簡単に解決してい

ません。 

 

2 マンション管理の活動は、ルールに従う必要があり

ます。問題を発生させないためです。 

 ルールは、書かれた「原則」、きまりのことです。 

この「原則」は、憲法、条約、民法、民法の特別法で

ある「区分所有法」などがあります。最後の法律は、

別名マンション法とも呼ばれています。 

 区分所有法には「規約で別段の定めができる」と書

かれた約２４個の「任意規定」があり、マンションの

「管理規約」として定められ、規約改正もできます。 

 ルールが無い場合、主に総会で決議します。 

また、「規約」で定めることもあります。 

 

3 マンションの組織です。 業務、及び監査、規約の

制定・変更の関連を説明しています。 

 理事会で規約の制定・変更の案を作成し、総会で審

議することもあります。 

 

4 マンションの管理業務は、「規約」で定めています。 

 業務の内容について、詳細に記述されていません。 

 

業務委託契約書に「苦情処理」を依頼する内容が書か

れている場合もあります。 

通常の場合「苦情内容」は、報告するように定められ

ています。 
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暴力なしで、お互いに誠意があれば、解決に近付くこ

とができます。 

 

経験上、ことばの暴力が多く、最終的に警察署や裁判

所に相談することがあります。 
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同じものでも異なって見えることがあります。 

（※ 茶筒の例 ）視点が違うと、違って見える。 

 

相手は、真剣に「自分は正しい」と思っています！ 

 

思いこむと、変えることが困難になります。 
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トラブルは、２つの欲求の対立から始まります。 
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繰り返し、見えるものが違うことがあることを解説し

ました。 

同じものでも異なって見えることがあります。 

（※ 茶筒の例 ）視点が違うと、違って見える。 

 

相手は、真剣に「自分は正しい」と思っています！ 

思いこむと、変えることが困難になります。 

 

 分かりやすい「広報」が望まれます！ 
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東京都国分寺市は、騒音規制条例を定めました。 

平成２１年１２月１日から施行されています。 

 

アプローチの仕方は、すでに説明した「紛争解決」と

同様です。 
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24 法務省に申請し、ADR認証を取得した団体がすで

に１３０件となっています。 

マンション管理に係わる認証は、１件のみです。 

特定非営利活動法人 福岡マンション管理組合連合会 

マンション問題解決センター   

認証は、平成２０年１２月２４日 

 

紛争の分野・種類・範囲 

マンションの管理、建替え又は不具合に起因して生じ

た紛争 その他マンションに関する民事上の紛争 

（家事に関する紛争及び労働関係に関する紛争を除

く。） 

 


